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熊谷博物館の環境

力1長 ill l:
五
日

大学博物館の

'i在

する熊谷 「は、1,「り|しヒ湘;に位置している。昭和 41年 に短期人'イを移設し ツ年に

は教養部かキ1設された,1ス後 40年 を経,世し り111よ

`[会

li杓|'′部 法学部 IL球 環境本1学部の 3′ 部υ,

開設lLとなっている

人',4け171山イは 11成  41111,1さ ォlて1,'(6● 用かr子過しようとしている。 1:要な ]「歳lr料は 熊谷

校地|‖,12とほ|=111寺に実iJされたネハールのテ ィラウラコット遺助:出「遺17/ 長年にわたりk学 部考|「F

ll究牛が埼 トリ,(各地で調査してきた1置ヽ ■業期連遺物、1召153年 1ス来継結tしている熊谷校地 遺ヽ ll Vlらヽ

の 117, 本'′OBの li 格氏itfI"の組 k文 化lt料 員鍋子志1(1年贈の梵鮮tl料などであり llた に it

敏之1 のヽ経1家関連資料 1坂 輝弥1 のヽ組文文化に1迪資本|の1,贈があり、‖1次資11の充実が図られている

しかしなから1011,¬
'il文
資本1のll状は 考lデ劇連資11に〔点が晨かれている点は順とで.Fり ようやく

総合博ll館を目1旨す人'′博1/11衛Iの基礎かなった段ロキである

｀
l:成191¬tの第 4「1●口「[」として、 、11人 '|のあゆみ |を ,1催した. 1く 人 18(58("年 の飲高

1中林に起源し ‖附刊人'Iとして0,い史を誇る本'′のあゆみを有IFJlに111し 「なりをもって 4年 間を過ご

してもらいたいという企|けで開‖:したものである

しかしながら 人'′′ヽの受オ|は11 の企1町でイ古tてきれるものではない.イ|'i411の人'ル)fl機はさまざま

であり 在学 の授業 課夕ヽ活動などを通して確成されていくところと|よはされる.1,11衿的に人',4び,「史

をHヽ 徹lllするためには ,ll鮨 Iの F要淵JЧとして
「
大学史:淵JЧを12け 臭1逆資11を1文ll ll i.Iして,舌

|‖すべきと考えられる

この  |:入 学のあゆみ11:こ は、新たに人1奇伎合における 1移動itJを ■施した.2校 1也制力¬り11在と

なった熊谷3学 部 人1市5学 部の現状に対|」した0画 であリ メズ方の白IFIの 数を ll案すれば今後1,和Ittt

すべきであろう.

「,1りn■こぉける総合化は 「人γ t‖ 1明θ)みではなく 大学の喘Iとを考慮すればに、教文化は迪分野であり

ill'|,'同査0,lX/しなlL“R理|[をとはしたlLll ll句分Trもまた7ёた」′ヽき「要|“判と

`え

らイtる. 人 il「,|り山|

の、11来の給r イヽヒの 11と したt、

響

“



' 7

′, 1, だ よ り 1′ル文2()`:1'12611

内田 勇樹

1 1 ,文l ll年7112 (サ I)か ら7'12911 ( 1 1 )

まで第 411●11it 14  1人γのあゆみJを ,111し

ました.

11に人'′|よ その川‖

"れ

を飯出ittll(lt「葉県口:

1l j餃11)に求めることが 米ます 飯 li純林は

逝五(の'F‖J'Fとして人正8(1580)年 に

`刊

,社

され 1ス降叫1治8(875)年 に廃 iとなるまで

',20511,1  1者
|"1本′)it111'iとし

‐
ご多くυ)'イイヤl

を世に送り||してきました

|1蓮1●こは、 りlr 5ヽ(1872)年 にイ(来 υ)i者ヽ|

林|た1をit,亡し 東京の芝  i本 |"のJて教■ (ルι

l〔京用,巻κ高論)に  述宗小教出t(0,ちに宗教防t

とlk竹:)を ,iマ置し 「

`宗

に,Lいけ ■●虫、|の教ri

機は1を創 ;,しました、こdメリliチ15年をもって ,F

人イσ)nl 11とし ,11:13 5‖ 年を迎えています。

その後 け,Fi 37( 1 9 ( ' 4 ) 1 1  1 ,古
' 
束人崎の地に

30(X)余川′|)●しを,青人し、日蓮宗入学林として

お,たな||′とを迎えます.そ して、人正 13(1924)

1 1 5 ' 1 1 7   人γイ)に依る 「|11人学Jの 認 丁

かおり 同「1に14卜J,り1人|1 1人'F 同学,ut,認げ

され、これにより、 りヽ円'′校令による 遊宗仲!11

し,教育機 町であった人半から
‐1せヽ4■も受け入れ

るようになりました,こ の1+の組織は 1研究不1

学部 予科の 3不1に
',け
、学潮
`を
宗教'′ ヤ『学

社会'′ 史 4ヽ k子 の 5イ|とし 1夕 ′年限を 予科

3年  1'Fた千1・学‖聟よ3年 1ス:としました` iた

'214(1925)年 には |1口蓮1(人'Fを11:入学Ⅲ

r171とする認‖∫を受け %1教 千1 国語演 k利 ・・
I

t lL'Ir'Iの3料 を修学年限3年 として ,置1しま

した.

こうして  :`:大 学  としてfllたな発足をし

近代教育が行われていくようになりました。

人 113イiに :|11人 '′ として新たな|‖発を

果たしましたが 'I代 は人平汗戦7,へと動き 講

平成19年

7月2日1月1～7月29日1曰|

第4回企画展チラシ

義の中にも ti■ 教練
｀
として、人 11411よ り

中等F詢せ1ス :のリ サ・F校に 降1111t役1子枝を西ご属

して(〔卜に川する川秋も人れられようになりまし

た。その後 11).1か厳しくなると

':大

学の'F■

もllll河電機 功●同兵アヽ廠 嗣 1ヽ行1場 サ11,"=「

:場等にll11 1されました.

昭和 18年 9月  束条内川は川科系 教tl養成

系|ス| の`人'′ 11 りヽ

“

r′Jiυ,徴兵j,い'を仁
: i(10

11`Mi)  10'1 21 11に |まI席静||"1苑 競技場で

本'I F́■をr むヽ出田rF徒‖ィj会ヵ常iわれました。

暉輛 20年 81 15  終戦をむかえると 経

1声1人ル[σ
'イ
■`,tの||、lr{12411には剰F制

'41人
学の| 『々1,認Jを受け 世、教学部 (宗'′科 世、教γ

r)支 14‖
`(暫
ィ11 理学不1・ H kttll・社会

学利)を ,ttlしました 翌11、文学部員え'Fflを

'||た
、経済 ′11'を,1`:し 2'人 '′令の″

`止

に

よ ,て 市1111大学t'F部か礎 「になりました.

昭l126年 211には11日法人|:1人十を改め、'F

校法人111人学学‖ (11,人電4 11'1大 学部

||:11■'′校 ||:`ビ F使絲11)と して制l織変咆

央亀あゆみ
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の認可を受けました。

また、3月 には専門学校令の廃正にともない立

Hl大学専門部を廃 卜し そして 4月 に立正大学大

学院文学研究科修十課絆設置の認可を受け、総合

大学への一歩を踏み‖|しました。

ll」和 30年 代後半になると 第 1次ベビープー

ムや進学率 |:昇などで人ll校含だけでは手狭にな

るほど学生数が増加|し、新たに熊谷校合の建設が

始まりました。昭和 40年 1月から第 1期 工事が

始まり、第 3期 I:事を経て昭和 41年 に短期大'′

部商経科が移設され、昭和 42年 4月 に熊谷校舎

において第 1回入学式が

`iわ

れ、立正大学の新キ

ャンパスがスター トしました。

現在立正大学は 135月 年を迎え、人崎 ・熊谷

とも4年 間一員教育になりました。熊谷キヤンパ

スの再開発事業が始まり、人崎キヤンパスも順次

施,☆の増改築が進み、新たな転換期を迎えていま

|.

8学 部 14学 科 7研 究科からなる総合大学へと

発展し、様々な分野で活昭する人材を輩出してい

ます。

展示では

1、建学,切

2、 運宗大学林‖十代

3、 ‖1市1立J:大学|キイヽ

4、新制立止大学時代

5、現在の立上大'′

の 5つ のコーナー展示を行い、卒業アルバムや写

真をllって展示を行いました。また、 ti大 学の

総合大学を目指し、大学発llに大きく関与された

イitt l・t 先生 (立1:大学第 16代 '′1セ)に スポッ

トを当て、紹介しました。

そして、企中展示関l■事業として、講演会を 7

月 21日 (■)に サlH大'′熊谷校合 1号館 3階 第

1会議室にて行いました。講師に安中尚史氏 (世、

教'′部4t教授)を迎え 「立正大学の淵源を求めてJ

と題して講演を行って頂きました.

日蓮宗の教育 研究機関として設立された飲,3

檀林からけ」治 5(1872)年 に芝 ・ 1本 榎承教 ■

に移され、近代的な教育機関へと発展していく■

■大学の過程を分かりやすくご講演頂きました.

また、新たな試みとして大崎校舎移tll展を今11

の企画i展から開催いたしました。これは 立 1人

学の11年一員教育政策のもと大崎校合には:Z、教

文・経常 ・経済 ・心理学部Jの 5学 部が、熊谷校

合には 「社会福祉 法学 地球環境科学淵珀 υ,3

学部が設置されることとなり、熊谷校合に来る機

会が少ない人崎校合の在学生に展示内容を,こでも

らうことを目的として開催したものです。

展示は大崎校合 5号 館 1階 フロアーの壁山|ギ

ャラリースペースを使用し、パネルのみの展′スを

行いました。

今後も企口1展 特別展の‖‖催のliSには、人崎校

合のll動展示を行う予定でおります。

(立止大学絆物闘1学去員)

安中尚史氏による講演会の様子 大崎校舎 5号 館 1階 における移動展示の様子
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撫石庵 コレクシ ョン

内田 勇樹

立正大学博物館の重要な資料の ―つとして、世

界各国の範などがある。これは 員鍋孝志氏 (日

本 特鎧研究会会長)よ り寄贈を受けたもので、
・撫

イi庵コレクション'と して展示されている。

撫イi庵コレクションは、平成 12(2000)年

平成 13(2001)年 に立T大 学学園に寄贈され、

その後立l「人学博物館の開設をもって博物館所蔵

となったものである。主に釣鐘を中心としたコレ

クションであるが 鰐口・鉦鼓・銅雛 金鼓 伏

鉦などの梵音具や、小金銅仏像なども含まれてお

り内容は多岐にわたっている。

今回は、その展示品について紹介する。

博物館に入るとまず日にするのが、ひときわ人

きい梵鐘である。これは長徳寺鐘と呼ばれるもの

で、企高 123 9cm、「

“

1 67 9cmを測る。青銅製

で 緑がかつた淡黒褐色の色調をしている。梵鐘

は、「青ヒ頭J・「笠形J。「鐘身Jと 大きく分けられ、「鐘

身Jに は 「紺11と呼ばれる突起した線で縦横に区

画される 「袈裟欅Jと
'乎
ばれる文様が施されてい

る。この袈裟欅でlK画された部分は、上から乳の

間・池の問・草の間に分けられ、孝Lの間には 「子LJ

と呼ばれる突起物が施され、池の11には梵鐘の製

作 1的などが鍋刻された銘文が刻まれ、草の間に

は唐■文などの装飾が施される。

長徳寺鏡の銘文中に 「仙台大西′i郎治嫡子/人

西五郎八貞清作Jと 鋳物師の名が見られる。人西

五郎八貞清は、宮城県仙台を中,きに活躍していた

鋳物師である。

入「1からエントランスに向かうと、ミャンマー・

タイ・スリランカ 中国などの鐘が展示されてい

る (写真 1)。

また、f.1展 示室の西側スペースには、撫石庵

コレクションの重要な資料として、伝橿原市出t

鏡がある (写真 2)。

この鐘は、大きさ46 1cm(遺 存高)、日径

30 2cmを 測る F`安時代前期頃に製作されたと推

定される音銅製の梵錯である。錦身の半分がつぶ

れ、残り半分もその影響を受けて若千歪んでいる。

龍頭を欠損しており、銘文も刻まれていない。こ

の伝福原市出■鏡を1′成 18年 11月に復元した

ものが、隣に展示されている。撞き座部分は、型

をおこして作り、他は実測l図から復元したもので

ある。

そして、もう一つ目をひくものがタイの銅鼓

である (写真 3)。これは、総高 47 6cm、鼓面径

64 6cm、厚み約 20mmを 測り、材質は青銅であ

り緑がかった空色の色調を皇している。銅鼓は、

青銅で作られた片面の大鼓で、主に雨乞いや祖先

祭祀の際、精霊に働きかける目的で使用されたも

のである。中国南部から東南アジア地域にかけて

分布する伝統的楽器で、本製品は 11世紀以降の

年代と考えられる。

写真 2 伝担原市出土鐘

中国などの饉写真
' 
タイ ミャンマー
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写真3 銅鼓 (タイ)

この他に第 l rr示室内の14ケース●には、掛

け世、、馬鐸、3[鼓、金鼓か晨示されている.金 鼓

は 大きさ、総 奮 10 2om、日径 39 8cm、最大

径40 2cm、厚み 5 0nlnlを測 り 緑がかった
クト

色を 1ヽする青■1製のものである. r.I滸:底由iに館

rrt tt r一

“

懸り1人興郊北綱+1 11祐 陸年 文寅 L

,1 口Jと l.文が端刻されている. 飯子_は 金

鼓のll l名で 他に・l  tt r r・ 半r・般子な

どがみられる.ま た、1人興Jは 現衛:の靱I魚Υl・i:

に義人民共11可の1丈口tの西側付近に位置する場所

にあり、その近郊のJヒ暉キに1年F「されたものと思

われる。「1111■年」は 1281:に あたり「i麗1寺

代のものである。

また同じく第 l展ホ室縦ケース●に展示されて

いる作品についてみてみると、ます 3体 の小企ml

仏が につく (■真4). これは Iか ら金鋼

“

I

来■像 (中 可)金 鋼釈迦

“

来|`像 (中国 束魏

武定し(549)年 )金 Л祠1来 :尊像 (中L■l)である.

なかでも l ltの金銅釈山 来tr像は台座部分に銘

文が、「[¬

“

向かってl.側面に 「」l定 し年六月 IL

I弟 r孫 貴J■ 母J、背的に 10 引興家lt lll

ll■■1人小,t,t―リリ法界J Fittmiに 「衆引: 時

成ll、Jと 銑刻されている。この仏像は,ヒ魏様式か

らJヒ斉様■uこ変わる移

`J切

の作風である..

次に,とられるのが 百鐘である。これは中L・

段時代人に対rllを祭るネL器として造られた、横ll

山iが杏イ:1杉を星するのが特徴の青飾11111サ器
~飾
|

から変化したもので、,晰「iの iに
'4つ
把 「状の

~1 
をそ0)特徴とみたててこの7称 があり '¬

代にこの形になったとされている.ま た よⅢ身に

は 「枚:と 呼ばオlる突起物があり、この故か後lt

の梵飾の 1手LJに 繋かると考えられている.

I'1/館に展示されている 百鐘は川代でも 1ご ろ

の作品と考えられるものである.

写真 5 雨鐘 (中国)

その他にこの縦ケース内には 中 日・朝ll1 1

性混合錨 ベルなど様々な悩が ,,んでいる。

展示すには、こオlらの他に,「,「|十代の■錦やタ

イの鋼躍が展′スされている.

11界各1可の梵鐘を'しこ
、とした撫イi庵コレクショ

ンは、貴重なコレクションを初めとして 様々な

鈍を一「1に見られるコレクションである。

(17正人'′|→lII館学芸r.)

写真 4 小金銅仏 (中国)
(左から金銅タロ来坐像 金銅釈迦タロ来立像

金銅如来三尊像)
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平成 18年度博物鮮1実習を以 ドの日程で行いま

した。

lll ‖]:

第 1回平1支19年 7月 30日 (月)～8月 4日 (1つ

第2回 14成19年 9月 10日(Il)～9′115日 (「)

・場 1折 :'`正大学博物lll

・実習4■ 20名

文学部II学科 3名 、文学部史学科 7名、文学部

文学科 1名、地球環境科学部環境システム学科

5名 、地球環境科学部地理学科4名

内容 :展示資料の資料台帳作り、写真の講義や

キャプション作りなどを行いました。また、自然

史関係実習として鳥津弘氏 (第 1回 日 地球環

境ll学部教授)菊 地隆男氏 (第2回 Ll・地球環

境科学部教授)に 、また1文化史関係の講義として

第 1回 日に高橋一人氏 (元埼玉県立博物館館長)、

第 2回 日に米谷博氏 (千葉県立中央博物館大利根

分館 L席研究員)を お招きして講義を行つて頂き

ました。

高橋―夫氏には 「公立博物館の取巻く状況Jと

題して以下の項目について講演して頂きました。

1博物館の再整備

2再 整備に関する県民の声

3博物館の再′上をめざして取り組んだこと

4指 定管,1者制ltの導人

5日 標による博物館運営

6人 t退 職時代と博物館運営

最後に一学芸員をめざす若さんヘー

講演内容について人略すると、現在、博物館の

あり方についてその方向性に大きな転換持1を迎え

ています。埼1:県の博物館もその中で再整備が行

われています。埼I県 の県立博物館は、それぞれ

埼玉県立歴史と民俗の博物館 (埼●県
'′
博物館+

埼玉県立民俗文化センター)、埼玉県立史跡の博

物館 (埼玉県立さきたま資料館+埼 玉県サ歴史資

料館)、埼玉県サ自然と川の博物館 (1奇玉県立自

然史博物館+埼 玉県立川の博物館)に それぞれ統

合されています。この再整備にあたって県民の意

見を聞いたところ 反対意見はほとんど無かった

ことがあげられます。これはそれまでの博物館活

動が地域に根ざす活rllを行わなかった結果である

と言えます。こういつた点を踏まえて再整備にあ

たって、

1 お客様煮視の視点、2 地域との連携、3 苦

情の早期解決、4、誰にもやさしい博物館づくり、

5 ボランティアの導入、6 々の会の設立、7

予算が無くても事業を実施、8 地域の実情にあ

つた館運営、9 協議会の改革、10 博物館評‖i

の導入、11 資料管理の徹lF_指定

について取り組んで来ました。

また、指定管理者制度の問題や大量退職者時代

を迎えるにあたっての問題点などについて、公立

博物館の抱える問題点を、埼玉県立博物館 (IHt埼

玉県立歴史と民俗の博物館)館 長の経験からJLし

て講演して頂きました。

米谷博氏には 「歴史系博物館と学芸員Jと 題 し

て以下の項目について講演して頂きました。

はじめに～自己紹介と千葉県の博物館

1博物館活動

2博 物館の運営方針

3博 物館の評価～良い博物館とは?

おわりに

現rf 千葉県●中央博物含1大利根分館の学芸員

である現職の立場から博物館業務に関することを

中,きにこれからの博物館についての.F価と問題点

について講演してlllきました。

講演内容について人略すると 博物館活動とし

て 1 調n41研究 2 展示として、調査研究では

博物館としての学芸出の活動と研究職の違い、学

芸員の業績 (研究と展●ミ)な どについて、展示で

は展示に係わること (展示方法 ・展示に係わる業

者・解説など)に ついて話して原きました。また、

博物館の運営方針として、館の位置づけ。人館料・

他団体との連携 ・利用者との関係の項日について

話して頂きました。そして、博物館の評価では、

評価の動き (経済情勢に伴う公立博物館の存在意

義 。私け博物館の運営危機など)に ついて、評価

項目 (展示 集客 利月1者 研究 ・費用と効果 ・

自己評価と第二者評価)に ついて、問題点 (数字

による.T価の限界 ・博物館側の消極性 ・単年評価

の困難さ)に ついて請演して頂きました。
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高橋―夫氏による文化史関係講演の様子 米谷博氏による文化史関係講演の様子

4月 148人、5月 157人、6月 204人 、7'1

305人 8■ 95人 、9■ 43人 、10月 219人 、

H月 291人 、 12月 125人、 1月 43人

計 1630人

d畷 来館者

―
平成 19年 4月 2日 (月)ヽ 平成 20年 1,1

31日 (木)

“

■瞭料の貸出u■レ

平成 1941,亡卜半

'切

は ,ス下の資料の貸||を行

いました。

・■鷹市教育委員会 ・調4f i.Fl・|:博物館 明治人

学校地内遺跡.・1査J

古円格コレクション

■之台遺跡 A B地 点出 |イiP:411

熊ノ郷遺跡出七ィ認:2点

尿Qケ谷遺lli出|イi器 12点

平成 19年 8'1811(水 )～ 12月 20日 (木)

古訂 lκ立1lI‖1歴史館

「‖1格コレクション

下沼部只塚出 1:1器 6点

赤塚ljk均[貝塚出十十器 2点

平成 19119月 1811(火 )ヽ 12月 31日 (月)

・官代町郷上資料館

r祠 格コレクション

称名 T貝塚||十+7,2点

称名■貝塚出十 「器 6× 7フ ィルム 2枚

14成 19年 9り128 (金 )

ヽ1=成 20年 1月 25 (金 )

摯 館者往わ

い|′′・語it学 校〕

群馬県下イニ出高等学校 ・藤岡中央高等学校 ・伊勢

崎高等'′校 埼玉県東京成|ま深谷高等学校 ll川

西高等学校 与野高等学校・行日1進修館高等学校・

熊谷商業高等学校 ・本「F第一高等学校 ・川越初雁

高等学校 茨城県総和高等学校 。東京都t「 1学

校

〔団体〕

橘父兄会 ・立正高等学校父兄会 行Ш進修自:高
‐
l

学校父兄 ・東松山|'中山ふれあいサロン・彩の国

いきかい大学熊谷学田 熊谷市商 「会

御 版 は

平成 19年 度 「‖句切は、 ド記の口行物を発行し

ました。

・「、アド大学博物館年,侵 5(11成 191:9月 円)
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,正 大学博物館では 来館者の皆様の意見を反映するた

めメッセージ箱を備えております。下記のご意見は多数寄

せられたものから事務局で集約したものです。貴重など意

見、あつがとうございました。今後の博物館運営に役立た

せていただきたいと思います。

・大学内が追跡であることを初めて知りました。

(県内 ・本学学生 ・19歳女性)

今回は 2回 目の来館で、第 4回 企画展 「立正大学の

あゆみJを 見に来ました。立正大学がどのような歴

史を通して今に至っているのかが理解できて良かっ

たです。
(県内 本学学生 19歳 男性)

・イルカなどの骨がカロエされて道具として使われてい

て驚いた。いろいろな展示物で勉強になりました。

(県外 ・大学生 18歳 男性)

世界のいろいろな鐘があり 音も聞いてみたかつた

です。
(県外 。大学生 ・19歳 男性)

・館の維持管理 ・展示等大変かと思いますが、頑張つ

て下さい。
(県内・一般 ・30歳 男性)

・キャンパス内の奥にあるのでわかりづらかったし、

一般の人が入つて良いのか戸惑いました。もっと案

内を告知してほしいです。

(県内 。大学生 ・30歳 女性)

・復元された梵鐘の音色が非常に素晴らしかったです。

(県内・一般 ・40代 女性)

第 4回 企画展を見に来ました。大学の歴史が一同に

紹介されており、コンパクトであるが分かりやすく

展示されていました。
(県外 。一般 ・50代 男性)

ψ

所 在 地 : 〒360-0161

埼玉県熊谷市万吉1700

立正大学熊谷キヤンパス内

TEL 048-536-6150

FAX 048-536-6170

開 館 日 : 月 ・水 ・木・金・土曜日
(大学休業中を除く)

開 館 時 間 :  10:00-16100

*火 ・日・祝 日、及び大学休業中 (夏 冬 春期休暇等)

に開館を希望する人は、事前に博物館あるいは

総務部総務課 (048-536 6010)|こ ご連絡く

ださい。

交通 機 関 : JR高崎線 (上野から55分)、上越・

長野新幹線 (上野から35分)、「熊

谷駅J下 車。南口より立正大学行バ

ス (国際バス)で 約10分。

・東武東上線 (池袋から56分)「森

林公園駅J下 車。北口より立正大学

行バス (国際バス)で 約12分。

前け (r′j古だより]6号 )で 紹介した伝橿原市出t鋒 復元

品が 音を聞くと

'1常

に心地よいですねと 一つの日玉になっ

ています.ぜひ足をお連びのうえ鐘の音をお聞き下さい。また

第411企LAI震では大学の歴史が学べた自分白

'に

とっても 勉

強になる企画展でした。今後も大学博物館の特徴を活かした展

示が出来るように努めていきたいと思います。

(内田)

立正大学博物館館報 万吉 だよ り 第7号
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